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の波を幾度か繰り返しながら流れていることが分かる o この原因として着目されるのが国家の経済的状況であるo 政
治的変動は経済的変動と非常に深く結び、ついている o 経済条件は、発展途上国における民主化や反民主化、および、
先進国における政治的変動に強く影響を及ぼしていると考えられるo





この Schumpeter-Li pset の命題は、経済発展という用語をめぐって二つに分かれている o つまり、経済発展という
ときに、それは絶対的な水準での経済的成功を指すのか、相対的な水準で‘の経済的成功を指すのかによって、議論が
異なるのである。 Schum peter-Li pset は前者である。本論では、前者と後者を区別するために、後者を経済成長とい


















2 章においては、 1 章で明らかとなった経済発展と民主主義を媒介するものとしての階層不平等を分析する。
民主主義の特質を考察していくと、その特質は社会的葛藤の存在と合意形成であるD 民主主義は、社会的葛藤から












減少するというのに対し、 Dahl は、資本主義的経済発展は不平等をもたらすとするo 本論では、もう一つ、所得の
再分配は政治的な決定であるので、民主主義による所得不平等の減少という仮説を付け加えるD
この経済発展・民主主義・所得不平等の 3 者の関係において、所得不平等を被説明変数とし、経済発展と民主主義
を説明変数とした分析によって、次のことが明らかとな，った。民主主義水準が高い国においては、経済が発展してい
る国ほど平等である。民主主義水準が中程度の国においては、経済が発展している国ほど不平等である o 民主主義水
準の低い国では、不平等は経済の発展によっても変わりがない。
経済発展が民主主義を促進するのは、経済の発展による所得不平等の増大を調整するためである。民主主義は、社
会的葛藤の存在を前提とし、それを調整することによって、不平等を最適化する社会制度であるo
論文審査の結果の要旨
本論文は、経済発展と民主主義の発展との関連を検証したものであるo
まず、経済発展と民主主義との関連に関する先行研究を批判的に継承して、先行研究が取り上げるさまざまの要因
の有効性を検討した。その結果、パス解析によっていくつかのモデ、ルを検討して、経済発展が必要条件として民主主
義が発展することが確認された。また、民主主義が経済成長に与える影響は確認されず、発展途上国において経済発
展の状況を無視した民主主義の導入がかえって体制の不安定をもたらす可能性があることも指摘できた。
次に、民主主義体制にとって多様な利害の競争と合意形成とが必須であるとの観点から、経済発展による産業化が
階層的構造を生み出し、利害葛藤が生じることをとらえて、所得不平等が民主主義の発展にどのような影響を及ぼす
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かを検証した。その結果、経済発展と階層的不平等との間には逆 U 型の関係が見られることがわかった。さらに、
階層的不平等と民主主義の発展との関連を見ると、民主主義の発展の中程度の国で不平等が高く、民主主義の発展の
低い国と高い国とで不平等が低いことがわかった。ここにも、民主主義の程度と階層的不平等との聞に逆 U 型の関
係が発見できた。
以上の結果から、経済発展に伴う社会的葛藤の増大が、葛藤の調整機構としての民主主義を発展させ、社会的不平
等と平等との最適を計るようになる、ということが検証された。
以上の分析から、本審査委員会は、経済発展と社会階層と民主主義との聞に関連'性を探る研究として本論文を高く
評価し、博士(人間科学)の学位授与にふさわしいものであると判定した。
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